
福岡都市計画地区計画の変更(福岡市決定) 区

域

の

整

備

どの主要な道路の沿道の一部は、沿道施設等の土地利用を図

る。

都市計画香雄副都心土地区画整理地区地区計画を次のように変更する。

名 称 |香椎副都心土地区画整理地区地区計画

福岡市東区香推駅前一丁目、水谷二丁目、千早四丁目、

鐙 | 千早五丁目、松崎四丁目、名島二丁目、

名島三丁目、名島四丁目及び名島五丁目の各一部

開

発

及

び

保

全

の

方

針

位

面 積|約 66.3ha

区

岐

の

整

備 l地区計画の回線

開

発

及

び

保

全

の

方

針

当地区は、広域的な機能の集積を図り、地区の中心性を高め、

都市活動を効率よく営むことができる活力あふれる副都心づく

りを進めていくことで、福岡市が目指している多核的都市構造

の一翼を担う地区である。そのため、業務 ・商業・文化・情報

.交流・居住機能などの多様な都市機能の集積を図るととも

に、香推宮をはじめとした周辺地域の恵まれた歴史的文化遺産

や後背地の豊かな自然環境を生かした魅力的なまちづくりを行

うことを方針とし、都市機能更新型の土地区画整理事業による

都市基盤整備と併せ、拠点施設等を計画的に誘導し、良好な市

街地環境の形成及び保全を図ることを目標とする。

土地利用の方針

地区計画の目標に却し、良好な市街地環境の形成を図るため、

当地区を次のように地区区分し、各地区の土地利用の方針を以

下のように定める。

(セ ンターゾーン]

・香椎副都心地区の中心となる地区として、 交通拠点となる新

駅及び多目的広場を中心に、大規模街区を生かした副都心地

区開発の核となる業務、商業等の土地利用を図る.

(センター南ゾー ン}

-中央公園に隣践する立地や大規模街区を活かした業務等の土

地利用を図る。

〔センター西ゾーン]

-大規模街区を活かした業務、商業等の土地利用を図る。

(商業ゾーン-A] 

. J R香推駅前商業地区との連続性に留意し、賑わいのある商

業、業務等の土地利用を図る.

[商業ゾーンーB)

・センターゾーンを補完する商業、業務等の土地利用を図る。

〔近隣商業ゾーン]

-駅前の立地特性を活かした商業等の土地利用を図る。

〔その他〕

・周辺市街地と の連腕、調和に留意しつつ、良好な居住環境を

備えた住宅地を中心と した市街地形成を図り、国道 3号線な

建築物等の

整備の方針

区分された各地区の特性に応じ、それぞれ次のような制限を

定め良好な市街地の形成を図る。

[セ ンターゾーン}

・香雄副都心地区の中心地区にふさわしい業務、商業施設等の

立地誘導を図るとともに、低層階の用途の制限により賑わい

のある市街地の形成を図る。

-建築物の延床面積の敷地面積に対する割合の愚低限度等を定

めることにより.副都心地区の顔となるような良好な街並み

の形成を図る。

[センター南ゾーン}

-セ ンタ ーゾーンの隣陵地区にふさわしい業務施設等の立地誘

導を図る ととも に、建築物の敷地面積の最低限度等を定める

ことにより、センターゾーン と一体と なった良好な市街地の

形成を図る。

{センター西ゾーン}

-業務、商業施設等の立地誘導を図るとともに、建築物の敷地

面積の最低限度等を定める ζ とにより、センターゾーンと銅

和を図った良好な市街地の形成を図る。

{商業ゾーン-A} 

・建築物の敷地面積の最低限度等を定め、センターゾーンと連

続した商業、業務施設等の立地誘導を図る。

(商業ゾーンー Bl

-建築物の敷地面積の巌低限度等を定め、 センターゾーンを補

完する商業・業務施設等の立地誘導を図る。

{近隣商業ゾーン]

-建築物等の用途の制限等を定め ることにより、駅前にふさわ

しい商業施設等の立地誘導を図る。

[その他]

・建築物の外壁、屋姫及び屋外広告物等については、形態 ・意

匠と色彩に配慮し、副都心地区にふさわしい良好な景観形成

を図る。

その他の当該

地区の整備 ・

開発及び保全

に関する方針

-地区中央を南北に通る都市計画道路 f名島千早線Jは、香推

参道に連続しているため、その自然環境をふまえた整備を図

るとともに、沿道は賑わいのある良好な市街地環境の形成を

重視した盤備を図る.

・主要な区画道路等については、安全な歩行者空間を確保し、

魅力ある街並み形成に資する整備を図る。

-公園及び歩行者専用道路は、緑豊かな、やすら ぎの空間とし

て整備を図る。

-電線類l也中イヒなど、都市長観に配慮した供給施設の積極的な

導入を図る。
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商業ゾーン-A

約 12. 1 h a 

次の各号に掲げる建築物は建築
しではならない。
1 .危険物の貯蔵、又は処理に供
するもの(ただし、石油類の販
売に供するちの及び建築物に付
属するものを除く.) 
2 風俗営業等の規制及び業務の
適正化等に関する法律第 2条第
6項にtQ，げる用途に供する建築
物

I街業ゾーン -8

約 3. 0 h a 

次の各号iこ掲げる地築物は建築
しではならない。
1 .危険物の貯蔵、文は処理に供
するもの(ただし‘石油頼の販
売に供するもの及び建築物に付
属するものを除く.) 
2.風俗営業等の規制及び首長務の
適正化等に関する法鯵第 2条第
6項に掲げる用途lこ供する建築
物

近隣商業ゾーン

約 4. 3 h a 

次の各号に掲げる建築物は建築
しではならない.
1 .危険物の貯版、又は処理に供
するもの(ただし. 石油類の販
売に供するもの及び建築物に付
属するものを除く。)
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500rri 
ただし.次の各号のーに該当するものについては‘この限りではな

1 .公衆便所、 巡査派出所その他公益上必要な建築物の蚊地として使
用する土地
2. 土地区画整理事業によりf拠地された土地について、所符縫その他
の樋利lこ基づき、その全部をーの敷地として使用する場合

200m' 
ただし、次の各号のーに該当するものについては、この限りではな
し、.
1 .公然便所、巡査派出所その他公益上必要な建築物の敷地として使
用する土地
2.土地区画整理事業により換地された土地について、所有総その他
の権利に基づき、その全部をーの数tl!!として使用する場合

壁面の位置
の制限

計画関に示す位置においては、
計画道路境界線から建築物の外壁
・若し くはこれに代わる伎の面まで
の距離の愚低限度は‘ 2mとする。
ただし、鉄道施絞に関わる工作
物等については、この|銀 りではな
し¥.

計画図に示す位置においては、計画道路境界線から建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の商までの距
離の最低限度は、 2mとする.
ただし‘ 公共公益上やむを得ない建築物、建築物の附幣施設のう ち最小限度必嬰なものについてはこの
限りではない。

建築物等の 11. 建築物の屋恨及び外壁文は これに代わるおiの形態・意匠及び色彩は、周囲の環境に調和したものとするJ
形態又は I2 .屋外広告物は‘過大とならず周囲の環境と調和するよ う色彩、大きさ及び設置場所に留意し、美観、風致を績なわないものとする.
意匠の制限 I3. 高架水糟等の毘外設置物及び工作物は、露出前績を少なくする等都市景慨に配慮するものとする.

かき文は I) .かき又はさ くは壁面の位置の制限を越えて設置しではならない。 I 一一一一一一一一一一
さく の構造 I2. 建築物に附属する門文は塀の構造は、生垣若しく はフェンス、鉄側等透視可能なものとし、コンクリートブロック文はこれに類するらの | 一一一一一一ーーー一一
の 制 限 | は設置しではならない.

「地区計画及び地区盤備計画の区l或及び壁面の位置の制限は計画図表示の とおり j

理由
風俗営業等の規制及び幾務の適正化等iこ関する法律の一部を改正する法律(平成 10年法律第 55号)の施行に伴 う所要の改正を行い、本案のとおり変更するものである。
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センターゾーン

11 センター穣ゾーン
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